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あらまし： 古代から中世の荘園や村落景観を研究する」：で屯要な条里（耕地を1辺約 109mの格子状に区画した

地削と、これを「三条」「一坪」などの数詞によって示す条里坪付呼称法）は、仮想的にグリッドデータとして表せるた

めGISにもなじみやすい。本報告では、古代から中世にかけての奈良盆地歴史地罪データベースのひとつである

「条里・条坊関連史料データペース」の構築と活用の試みについて報岩する。

Summary: In this paper the author has examined the matters which were caused in constructing a historical GIS 

database of ancient f¥ara Basin, Japan, where agricultural land readjustment had been practiced in ancient times 

and has made a brief memoir on the result of a trial use of the database. The readjustment changed paddy fields 

into the grid pattern of approximately 109meters in length on each side and introduced a uniform syst0m that 

indicated locations by a numbering method which was based on the areal unit of cho, the rectan剥arland division. 

The land system, the Jori system, is very important when studying the landscape of ancient times to medieval 

times. Since each cho has individual number according to the jon" system, it can be virtually expressed as grid 

data with geographical location and c邸 ilyadopted to GIS analysis. 
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1. はじめに

奈良盆地は、古代において平城京 •藤原京をはじ

めとして数々の宮都が営まれ、長岡京に遷都した後

も長く重要な地域であり続けた。興福寺をはじめとす

る大寺院の膝元でもあり、多くの荘園が経営され、土

地売買などの証文や検地帳はじめとする史料や、土

帳などの地似l資料などが数多く残されている。

このような士地関係史料は、最も基礎的な歴史地

理研究の資料であり、奈良盆地に関わる豊富な史

料群は、古代・中世の荘園や村落の構造や寺院経

済史などの視点から詳細な分析・考察が加えられ、

研究成果が蓄栢されている凡

史料にめぐまれた場所では屎観変遷を追究する

ことがi,f能であり、例えば皿池といわれる溜池の築
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造と耕地の閑係2)など開発史的な視点からも興味深

い成果が期待できる。そこで、奈良時代以前の奈艮

盆地における開発状況が明らかにできれば、古代の

宮都が営まれた前後の時期を通じた凩観変遷をとら

えることができると期待される。そこで、これらの史料

群や既往の研究成果をもとに、士地利用に関わる情

報を収集して「条里・条坊関連史料データベース」の

構築を進めている3)。

このデータベースの根幹は、奈良盆地を招う条里

と条坊の地割である。条里地割はl辺約 109mの坪

と呼ばれる方格地割を基本とする。また、奈良盆地

北部のかつての平城京域には、条里地割よりも一同

り大きい方格の条坊地割が残存している。

そして、平城京域では「左京二条六坊十三坪」の



ように条坊の呼称で、その他の地域は条里の坪付に

基づく「添ヒ郡京南五条五里一坪」のような郡名や

数詞による坪付（以下、条里呼称とする）によって所

在地を示している，

さらに、奈良盆地については 112菓の 1/5000地

図上に条里坪の区画と呼称を復原した、奈良県立

橿原考古学研究所編『大和国条里復原図』.J)(以1,・'

『条里復原図』とする）が刊行されている。平城京域

は『条里復原図』中に条坊が復原されているほか、

奈良文化財研究所編『平城京条坊復元図』、『平城

京条坊総合地図』5)などが作成されている。

これらの成果により、 G!S上に条里・条坊の土地区

画を条里呼称によって識別されるグリッドデータとし

て復原でき、条里呼称が記載された史料群は位置

情報を伴う地理情報として扱うことが可能となる。両

者を関連づけることで、古代・中世の史料群の内容

を約 109m四方の解像度で地図上に示すことができ、

様々な分析が可能となる。

そこで、条里の概要と、 HistoricalGISによる「条

里・条坊関連史料データベース」の構築の経過につ

いて簡単にふれた後、 GISを利用することにより条里

についてどのようなことが検討可能となるのか若干の

試みを行なったので報告することにしたい。

2. 奈良盆地の条里

先述のとおり、条里は主に古代から中世に行われ

た耕地区画と、条里呼称の制度である。概ね奈良時

代に畿内を中心に施工が始まり、平安時代にかけて

全国的に拡大したとされる。その造構は奈良盆地を

図1条里地割の分布

はじめとして大阪平野や滋貨県の湖束平野などの

沖栢平野を中心に、東北地力びの秋田平野や横手盆

地から南Jし州の鹿児島県国分平野や川内川下流

平野、さらには佐渡島、隠岐島などの離島や、阿蘇

火口原などの山間盆地にまでみられた(l叉11)。

近代に人り、 1899年（明治32)耕地整理法の制定

により、用排水改良事業や区画整理が行われ7)、さ

らに1961年に農業基本法が施行されて圃場整備事

業が行われるようになると、全国的に条里地割が消

滅することになった。しかし、幸い奈良盆地では圃場

整備事業が進展せず、多くの条里地割が残存して

いる。条里関連地名も豊富に残されており、『条里復

原図』に見られるように、条里呼称や地割の復原を

可能にしている。

この奈良盆地の条里の特徴についてふれておき

たい（図2、図3)。1辺が1町(60歩=r109m)の坪区

画を基本とし、 6町間隔に縦横に平行する道路・水

路・畦畔などで方格に区画し、奈良盆地の場合、東

西の列を条と呼び、南北の列を里とするため、 6町

X6町=36町で 1里をなす8)。そして、奈良盆地の

主要な条里は、旧平城京の南端を 1条として、南へ

2条、 3条と進む。条は路西条里の一部に、郡により

数え方が異なる箇所があるものの、現・大和郡山市

付近の「添下郡京南一条」から御所市・五條市の市

境付近の「葛上郡四十二条」まで連続する。里は盆

地のほぼ中央を南北に通る下ツ道を起点とし、盆地

縁に向かって1里、 2里…と進む。Fツ道に接しな

い場合もこれに近い方を起点とする。

このように平城京の南に広がる奈良盆地の主要な

出典：石井素介ほか編『図説H本の地域構造』（古今苫院、 1986年）p28の図を一部変更
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条里は条里呼称が連綺することから「統一条里」ある

いは「基本条里Jと呼ばれるそのうちトツ道の東を

路東条里、西を路西条甲と呼び、平城京があった沿

ト郡・添下郡では特に京南条里という。

一方、奈良盆地周辺には、小盆地の内平群条里

や、馬見丘陵の地割は確認できなし、ものの史料に

表れる蛤門条、兵野条里があった。平城京周辺で

ば左京の南に統一条里とは坪並が異なる京南辺条

条里、京の東には京東条里、右京の北には西大寺

所蔵「大和国京北班田図」に描かれた京北条里が

あったしこれら京周辺の条里は、条里の施上時期と

平城京造営の問題に関わって、造営規格などの問

類を残している。

3. 条里・条坊関連史料データベースの構築

次に、条里・条坊関連史料データベースの概要を、

作業工程に沿って述べておきたい（図4)。

まず、竹内理•一:_編『平安造文』などの史料集から

奈良盆地の条里の坪付記載を含む古文書を集め、

出典：池田末則•横田健舟左修『 U 本歴史地名大系 30

奈良の地名』、平凡礼、 1981年、巻頭図
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本文テキストデータを作成した，） そして、七地利用に

閑わる条里呼称、荘園名、地日、而禎、七地所h者・

などの項日につしヽで情報を抽出し、 MicrosoftExcel 

に人）Jした叫また、史料の本文はhtmlファイルにし、

データベースとして利用する •\rcGIS l: でも閲覧でき

るようにリンクさせている。

現在、約900点の文料が入力されている to)。日付

が最も古いものは煮亀一年(716)で、最も時代が下る

ものぱ応永 I一三年(1406)であり、約 700年間にわた

る。日付が明記された文内は約 340ヵ年についてあ

り、記載の多寡にがかわらず、約 2年に 1点の割合

で何らかの土地史料が得られたことになる

条里に閉する坪付史料についてみると、天平て

I—年 (748) 「弘福、~三綱牒」（『大日本古文内』

3-41)が最も古く、大平勝宝―年(750)「出挙銭解」

（『大日本古文科』3-405)、神護凩雲元年(767)「太

政官符」（『新訂増補国史大系』25巻446頁）と続く"

「弘福寺三綱牒」は偽作文内の可能性が指摘されて

おり II)、「出挙銭解」は里名を欠くため、 8世紀後半

l:, 

2条

3条

4条

I里 2児 3里 4里 5堡 6屯？甲

6町
(65-lm) 

1町)it1Ifil『~'
"●n な”じ

（半折か （長地型）

,,.' ' [9 = 

図3 条里区画の）j法

出典：奈良県史編集委只会編『奈良県史4 条

坐制』名著出版、 1987年、 p4の図を一部変史



以降の史料について本データベース上で扱えると

いうことになる。

ーカ、 GIS上の条里・条坊坪グリッドは、次京で詳

述する条里モデルの作成と、『平城京条坊復元図』

のトレースにより、盆地全域で約2.7万坪ある。そのう

ち史料に表れる坪は約 5000である。 l坪あたりの文

書数では、広瀬郡十三条三里十坪、十七坪（現在

の奈良県広陵町）が最多で 31点あり、東大寺の荘

園に関係して検地帳などが数多く残されていること

による"一般的には約 l.3点程度であるC 最も多く坪

付記載を持つ史料は、延久二年(1070)「興福寺雑

役免坪付帳」（『平安造文』4639、4640)で、奈良盆

地に限れば約3900坪分の情報が得られる。

本節では条里・条坊関連史料データベース構築

について概要について述べた。次に条里モデルの

作成について述べていくことにしたい。

4. 条里モデルの作成

条里区画の GISデータ化に際し、『条里復原図』

により遺存する、あるいは復原された条里地割を、

GIS上でトレースしてフィーチャを作成することも与え

られた。だが、河川や旧河道の周辺や山麓部のよう

に条里迫構が造存しない、あるいは地割が乱れるな

どトレースが困難な箇所も多い。一方で、奈良盆地

『大和国条里復原図』 ，
スキャナにより
デジタル画像化

・--- ---~: —• ↓ -~---
位置合わせ

は統一条里にほぼ覆われることから、条里の土地区

血をグリッドデータとして作成しても、現実の区画と

位置や大きさ等に大きな劃師が生じないことも(・想

された。そこで、試みとして条里モデルを作成し、条

里モデルと実際の条里遺構について比較・検討を

加えることにした。

その工程は次の通りである，、 まず、『条里復原図』

の地図112薬を、 ESRI社ArcGIS上で位置情報を与

えて幾何補正した後、図中の条里界線の交点につ

いて国士座標を計測した（図5)o下ツ道は道路の向

端と条里界線の交点が図中に示されているため、両

端の点を計測の対象とした。横大路は道路端が路

東 24条の北から 3坪日にあたるため、条里界線の

交点としての計測の対象となっていない。地割が乱

れて交点が確認できない箇所もあるため、結果とし

て計394点の計測値を得た（図6)。

次に、奈良盆地の坪長の平均、南北 109.5m、東

西 109.2m12>をそれぞれ6倍して、南北 657m、東西

655.2mで、国土座標の北に対し傾き 00の格子状

データを、統一条里にほぼ重なるように作成した（図

7)。下ツ道部分では『条里復原図』上で道路端の座

標が取得できていることから、路東 l里と路西l里に

あたる格子間に道幅分の余剰部を設けることにした。

発掘調査により Fツ道の道幅が確認されている箇所

CD-ROM版から
坪付の記載文書を抽出

刊本による校訂

平城京の条坊坪
のトレース

条里界線交点の
国土座標の取得

正方位条里モデルか
ら条里界線交点座標
を取得

本文テキストを
htmlファイル化

ユークリッド回帰分析

Excel上で1坪ごとに

リンク L主竺g用関違情報を入力
・条里坪モデル作成 I / 圧 ,=し叫圧

旦

言;~~プニニ
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図5 条里界線交点の廂標計測

地図出典：：奈良県立樅原号古＇芹研究所編 (1981)

『大和国条虫復原図』

もあるが場所によって異なる。統一条里の基点とさ

れる下ツ迫と横大路の交差点は図中に示されてい

ないため、横大路の道路痕跡上で、下ツ道から 1坪

東と西にある坪界線の交点間の距離から2町分の長

さ109.2X2mを引いた約 46.3mとして設定した。こ

のようにして作成した格子状データの各頂点の府標

を計測し、仮想の条里の統一規格の座標値とした。

そして、現実と仮想の規格との間で対応する交点

について、仮想の規格の交点府標を視実のものヘ

近づけるためユークリッド同帰分析を行った 13)0 結

果として得られたユークリッド回帰式のバラメータの

推定値を表1に示した。
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表l奈良盆地の条里モデルに関する

ユークリッド回帰分析の結果

ハラメータ

伸縮(c)

回転角(adeg) 

切片(bl)

(b2) 

2次元相閑係数

値

l.0009 

0.247 

41.832 

-59.063 

0.999884 

回転角は方向統計駄である。

スケールの伸縮率を示すパラメータ cは 1.0009と

なり、現実の条里長がわずかに大きかったことを意

味している"回転角を表すパラメータ0は0.247° で、

仮想の条里を反時計回りに 0.247c回転すると視実

の条里に最も合うことを表す。平行移動を表すりJ片

はblが41.832、均がー59.063で、仮想の条里を東に

約 41.8m、南に 59.lm平行移動すると、両者のずれ

が最も小さくなることを意味する。

以上のパラメータをもとにユークリッド変換された

仮想の条里の座標値に基づいて再度格子状のデ

ータを作り、このなかを 36等分して、条里モデルとし

た。条里モデルでは坪長は南北 109.6m、東西

109.:lmとなり、座標北から西へ約 14.82'振れてい

ることになる14)。

「条里・条坊関連史料データベース」のフィーチャ

として利用するために、平城京域の条坊データとの

統合などを行った。また作業の便宜 1-.作られた現実

1o•m 

'--'_,'-

図8 条里・条坊モデル
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に存在しない坪は、『条里復原図』中に条里界線を

示していなくても、坪付史料がある場合もあるので、

現在のところ削除せず残している（図8)。

4. 条里地割とモデルのずれの検討

奈良盆地の条里地割の施工時期をめぐっては見

解の相違があるものの、古代のある時期に短期間に

盆地全体に施工されたものではない、という認識で

ほぼ共通している 15)。とすれば、条里施工の基本的

な設計プラン（統一的なプラン）が存在したのか、そ

れとも、異なる設計プランで施工された条里地割が

並存しているのか検討の余地がある。

これまでの地割研究、例えば条里地割や古代の

アガタやミヤケ、近世の城下町プラン研究等により、

地割線の方位のずれや差は施工時期や施工単位

の相違に起因するとの見解がなされることが多い。こ

れを参考にすれば、作成された条里モデルと現実

に地表面に造存する条里地割とのずれが地域的な

まとまりを示すならば、それは施工時期や施工区の

違いを反映するものである可能性があることになる。

そこで、現実の条里と条里モデルとの間のずれに

ついて分布の点から分析し、地域的な区分が可能

なのか検討することにしたい。

(1)現実の条里とモデルのずれの分布

条里モデルの条里界線の交点を基準として、対

応する現実の交点までの距離、つまりずれの大きさ

とその方向を地図に示した（図9、10)。

ずれの大きさをみると盆地周縁部の小条里区、葛

城川や初瀬川、高取町の吉備川の谷や、桜井市の

寺川が盆地に出る谷口部では、 100m以上つまり 1

町以上のずれが生じており、最大約 600mに達する。

平城京周辺でも、京北条里や京南辺条条里のずれ

は大きい。京北条里については、平城京を隔ててい

るためにモデルの見直しなど検証が必要であろう。

以下ではこれら小条里区は除いて分析を進める。

統一条里では、ずれの量は最も小さいもので

1. 7m、最大 80mであり、1町以上のずれる交点はな

かった。また、盆地中央部では相対的にずれは小さ

く40mを超えるものはなかった。盆地南部をみると、

平地部から盆地東山麓に向かってずれが累積する

ように大きくなる傾向がある。鵜下～葛上郡や馬見

丘陵南側でも同様である。奈良盆地北部では、一見

山麓 •丘陵部でずれが大きくなる傾向があるようだが、
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北東部の京東条里地区では平地部の京南条里より

もずれが小さく、西部の平群郡の、現・安堵町付近

では、盆地中央に近い東側でずれが大きく表れる。

また、ずれの大きさが切り替わる境界となっている

箇所がある。例えば、路東条里の山辺郡から式下郡

にかけての 11~18 条 4 里にあたる部分では、その

東側で、西側よりずれが大きくなっていることがわか

る。

(2)ずれの方向

次に、条里モデルから見て、現実の条里地割がど

ちらの方向にあるのか、ずれの方向について図10

からみていくと、まず、いくつかの矢印が一定の方向

を向いている地域的まとまりがあることに気づく。この

矢印の方位が変わる箇所を、ずれの大きさと比較し

てみると、当然のことながら先に挙げた山辺郡から

式下郡にかけての 11~ 1 8 条 4里の交点列のように、

ずれの大きさが切り替わる境界に一部が合致する。

さらに、路東 23 条 • 24 条のラインでは 、 矢印の向

きが北東と南東に盆地を横断するように切り替わっ

ている。ここに横大路が通っているため、古代道路

の道幅がずれに反映されている例である。また、馬

見丘陵南東麓の広瀬郡条里では、低地部側から取

り囲むように東向き～北東向き～北向きの矢印の列

がある。これは広瀬郡条里の南側では広瀬郡界、東

側では郡界あるいはこれに沿って流れる曽我川に

規定されたものであろう。ここでは、曽我川の西に葛

城川が北流するが、その影咽のようなものは顕著で

ないため、郡界がずれを規定する要因となっている

と考えられる。

以上から、現実と条里モデルのずれは、地割の施

上に際しての基準線・境界とされてきた古代道路や

河川、郡界などの存在が反映されると考えてよい。こ

の地域的な傾向は、地割の形状や地形・傾斜など

の要素もふまえた検討を経る必要はあるが、統一条

里における施工区のような単位の範囲や基準線、規

格の変換点をマクロスケールで検出する手がかりと

なるであろう。

5. ずれの地域性と条里

条里地割とモデルの比較検討により得られたずれ

大和川・布留川から一定の距離をおくと、山辺郡・式

F郡それぞれに小グループが存在するのがうかが

える。山辺郡ではこれは(3)群の一部と見ることがで
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きる。 式下郡では南東へ6~9mずれる 2点が東西に

並ぶが、すぐ西の下ツ道や南の式下郡路東15条の

東ずれのグループも異なる。

この分布について整理することで、統一条里はお

およそ図11のようなまとまりに区分される。なお、こ

の区分は数個以上の条里界線交点を含むものとし、

1-3点程度のものは保留としている。この地域区分

ごとに分析を行いやすいように、ずれの東西成分を

x軸に、南北成分を Y軸にとって散布図を作成した
ぼI12)。紙数の都合もあるので、路東条里を取り上

げてみてみよう。

(1)添上郡

南西～南へのずれが卓越する。ずれの大きさは

平均 37.3m、南北方向のずれの大きさは、南へ 2.0

-77.0m、東lm,.._,西34.9mの範囲にある。このうち、

京東条里は、東大寺の占地や地割の起源について

など課題が残る地域であり 16)、区分は慎重を期さね

ばならないが、ずれの傾向に限っていえば京南条

里と同じまとまりとみられる。しかし、先にふれたとお

り盆地中央から離れても、ずれの量が比較的小さい

ことなどから周囲のずれの嬰因などの検討も必要だ

が、別グループに分けられる可能性も残る。

山辺郡界を越え、山辺郡 7条を含むことについて

は、郡界の移動が考えられたが、「条里・条坊関連

史料データベース」によって 11,.._,13世紀の郡界に

ついて推定してみたところ 17)、当時の郡界が近世末

とは異なるとは推定できたが、この7条を含む程南に

あったとは考えられず、課題としておきたい。

(2)山辺郡北部

西へ平均約 14.6mずれる交点群で、山辺郡 8条

"'10条にあたる。だが、 10条2、4里の交点は、ずれ

の方向が異なるため、本グループから外している。

南北方向のずれが小さいことも特徴的である。

この10条のラインが(1)(2)群など主に南西方向

へずれるグループと (~J) 群以南の東～東北方向へ

ずれるグループの境界になっているようである。

(3)盆地東部

山辺郡 11条4里付近から、式下郡 15条2里付

近、 I市郡23条2里付近以東を1つの範囲とした。

東方へのずれが特徴的で約 16.0~60. 2mのずれ

が見られる。ずれの平均は約 35.9mである。式下郡
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域ではずれの境界が山辺郡より1里分西側に表れ

ていな散布図で、北束力向に飛び出しているのは、

式上郡 20条5里の西南角にあたる点である。二輪

山麓の傾斜地であることや、巻向川の影響も考えら

れる。

(4) (5)盆地東南部ー横大路北・南

横大路を挟んで北と南に分けたが、東へ大きくず

れる傾向は(3)群と同様である。横大路の北につい

ては散布図の点にあまりまとまりがない。より東にあ

るのは式上郡、相対的に西にあるのは I・市郡内の

交点のようである。

横大路の南では、ずれの南北成分から、南へ 6~

16m ずれるものと、北へ 4~26m のものの 2 グループ

に分かれる。後者は飛鳥川右岸側にある。

このほか、山辺郡西部では、ずれの向きに一定し

た傾向がないため地域区分を設定していない。ここ

は山辺郡・式下郡の郡界にあたり、初瀬川（大和川）

と布留川の合流点にも近い。ふたつの河川や旧河

道の痕跡に伴う地割の乱れがあり、これがずれに影

惑しているものと考えられる。

以上、現実の条里と条里モデルの交点座標のず

れと分布について検討し、奈良盆地の統一条里内

の区分を試みたa路東条里では山辺郡 10条付近を

境にして、北部と南部に分かれる。また、北にあるグ

ループが南西へ、南にあるものは北東にずれる傾向

があることから、路東条里全体では、条里モデルより

やや西に振れた基準線を持ち、坪区画はやや小さ

い規格で施工されていると推測される。さらにこの中

が 5グループのようなプロックに分かれているものと

捉えられる。

なお、南部で全体的に東にずれていることについ

ては、北部はFツ道から盆地縁まで含むのに対し、

南部は2里以東のみを含むためで、下ツ道を中心と

する地域を含めると、この中間に収まってくる。

また、それぞれのグループ内で特異なずれ方を

するものについては、河川などによる地割の乱れな

ど地形の影響によるものが多く見られた。

7. むすびにかえて

本稿では、古代を中心とした歴史地理データベー

スとして、奈良盆地の条里地域を中心としたデータ



ベースの構築について報告したこのなかで、条里

地割のフィーチャとするために、条里モデルを作成

した。これを現実の条里と比較し、そのずれを分析

することで、統一条里内に地域的なまとまりを見出し、

条里施s:区の範阿やその基準線などについて検討
する手がかりが得られるなど、地図表示に用いるば

かりでなく、 f責極的な活用ができることを見出したし

本報告で行った条里の地域区分は試みとしての

ものであり、本データベースによる史料、坪長や条

里の内在J;地割などの関連、古地形の復原的研究や、

近年の発掘調査成果などをふまえた多角的な検討

を屯ねる必要がある。また、今の条里モデルは周辺

の小条里区を含めたユークリッド回帰分析によるも

のであるため、小条里区と統一条里の大きなずれに

引きずられている11f能性も考えられる。今のままでも

ずれの地域性分析は可能であったと考えるが、小条

里区を除いた分析を行うことで、統一条里により精

度よく重ねられるモデルが得られ、より的確な知見を

得ることができるであろうつこれらは今後の課閻とした

vヽ。

また、歴史資料を扱う上で、偽作文書のような史

料そのものの信頼性の確認と、偽作文書も作成され

た時期の何らかの事情を反映すると考えられること

から、その経緯にまつわる情報などもデータベース

に反映することも課題といえよう。

条里研究については多くの研究がf責み垂ねられ

ている。本報告も基礎資料として『条里復原図』を利

用することにより実現できたものである。しかし、条里

のように広範囲にわたる地割を大縮尺図で検討する

ことは、大変な困難を伴う。それに対して GISには、

例えば大縮尺での坪長の計測やその分析結果を一

覧できる形で地図上に示せたり、位岡情報を与えて

おけば複数の資料を一度に車ね合わせて閲覧でき

たりするメリットがある，， 『条里復原図』刊行以後、奈

良盆地内の発掘調査成果の蓄積もなされており、条

里・条坊関連史料の検討をあわせて総合的に分析

することで新たな知見が得られる可能性は高い。

最後に、幸い奈良盆地では条里造構がよく残り、

大規模な破壊を免れ、条里プランの復原もなされて

いる。しかし今、仝国的に圃場整備完了から年数が

経ち、かつての士地利用の記録・記憶が失われつ

つあり、平成の大合併や公図のデジタル化等に伴う

旧地籍図類等の保存等の問閣もある。Ilistorical 

GISデータベースは、そのメリットを活かすことで、屎
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観復J京のための公図をはじめとする十．地改艮関連

等の諸資料の保存のための有効な対策の 1つとな

るし これを視野に人れた研究の進il~も課閣としてあ

げておきたい）

謝辞本稿の作成にあたり奈良女大学出山和久先

生、石崎研□先生に多くのご助， iをいただきました~＇

ここに感謝の意を表します。
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